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DNAの構造と転写制御因子（いよいよ転写制御について学ぶ） 

まずDNAの構造について解説する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３種類の構造 
B-DNA 
A- DNA 
Z-DNA 

塩基対,そして、主溝と副溝 

制限酵素 

主溝と副溝 
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DNAの構造と転写制御因子（真核生物の転写制御について学ぶ） 

Zinc finger： 1985年にAaron KlugはXenopus laevisの１個の卵母細胞に２万個あるTFIIIAの

研究から、5SRNAの転写調節因子に特徴的な繰り返し配列を発見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

へリックスターンへリックス：helix-turn-helix:  HTH 

バクテリオファージ434リプレッサーからP22リプレッサーへの変換 

４３４リプレッサーのDNA結合ドメイン 

転写制御因子とOperator region 

ファージのCro 

リプレッサー 

転写制御因子の結合によるDNA構造の変化

CAP: cAMP-DNA複合体 

NMRによる構造解析 X-finの３１番目のZn フィンガー 

Zif268：マウスのearly developmental stageで発現 

６つのzinc fingers 
核内転写因子 

糖質コルチコイド受容体のDNA結合ドメイン

糖質コルチコイド受容体のDNA結合ドメインの構造 

糖質コルチコイド受容体はDNAにダイマーで結合 

糖質コルチコイド受容体のDNA結合へリックスとDNAの結合 

ビタミンＤ 甲状腺ホルモン受容体 レチノイン酸受容体 

パン酵母のガラクトース代謝酵素遺伝子の転写因子：

Zn フィンガーの構造核内転写因子 


